
ブルーシートに覆われた多くの屋根

第２章　消防体制と災害発生状況
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１ 組織 
  平成 28 年４月現在の熊本市消防局の組織は、図１のとおり、３部７課、６署 15 出張所２庁舎、

１団 87分団であった。また、消防施設の配置については、図２のとおりである。 

 

●図１ 組織図 

１　組織
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●図２ 消防署所の配置・管轄図 

２ 参集状況 
  当局の職員数は、平成 28年４月現在、816 人（内再任用 20人）で、消防学校入校者や各機関

への派遣者、療養中の職員等（※適応外職員）を除いた全ての職員が前震及び本震ともに、発災

から４時間以内に自主参集した。 

 

※適応外職員（熊本市消防局非常災害基本計画 第 21 条） 

 ○休暇中又は停職中の職員 

 ○負傷又は疾病により療養中の職員 

 ○出張、出向又は派遣中の職員 

 ○対策部長（局長）又は地区隊長（署長）が招集免除を適当と認める職員 

 

■前震（４/14 21:26）        ■本震（４/16 １:25） 

・発災  ～１時間後： 27％        ・ 発災 ～１時間後： 37％ 

・    ～２時間後： 93％        ・   ～２時間後： 86％ 

・    ～３時間後： 98％        ・   ～３時間後： 96％ 

・    ～４時間後： 100％        ・   ～４時間後： 100％ 

２　参集状況

 
 
 

 

 

西原出張所 

阿蘇郡西原村 

益城西原消防署 

上益城郡益城町 

小山出張所 
託麻出張所 

東消防署 

東区 

植木出張所 

北消防署 
北区 

清水出張所 楠出張所 

消防局 

中央区 

中央消防署 

南熊本庁舎 出水出張所 

城南出張所 
富合出張所 

飽田天明出張所 
川尻出張所 

南消防署 

小島出張所 
田崎出張所 

西消防署 

島崎出張所 
池田庁舎 

河内出張所 

西区 

南区 
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３ 職員（全職員 796 人）の被災状況 
 

※平成 28 年５月 18 日現在 

（１）住居の被害状況                  （人） 

所 属 名 全 壊 半 壊 一部損壊 被害なし 総 計

総 務 部 2 8 55 65

予 防 部 1 4 11 16

警 防 部 2 23 24 49

中 央 署 4 54 44 102

東 署 2 13 13 74 102

西 署 2 4 67 76 149

南 署 3 3 65 72 143

北 署 1 2 29 89 121

益 城 西 原 署 3 3 29 14 49

総 計 11 34 292 459 796

 

（２）発災直後の宿泊場所                         （人） 

所 属 名 発 災 前 住 居 避 難 所 実家・親戚・

友 人 宅 等

自 動 車

（車中泊）

そ の 他 総 計

総 務 部 64 1 65

予 防 部 16  16

警 防 部 48 1  49

中 央 署 97 1 3 1 102

東 署 85 2 7 8  102

西 署 138 3 6 1 1 149

南 署 132 1 1 4 5 143

北 署 95 2 8 14 2 121

益 城 西 原 署 41 2 1 5  49

総 計 716 10 24 36 10 796

 

 
小学校に避難した車（熊本県防災消防航空隊提供） 

３　職員（全職員 796人）の被災状況
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４ 車両配置状況 
  熊本地震発災当時の当局における消防車両は合計 143 台であり、詳細な配置状況は以下のとお

りであった。当時の警防体制としては、指揮隊５隊、救助隊６隊、消火隊 21 隊及び救急隊 23 隊

を運用していた。 
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４　車両配置状況
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５ 消防局対策部 
  当局では、管内（熊本市、益城町、西原村）において震度５弱以上の地震が発生した場合、全

ての職員が自主参集することとしている。なお、消防活動を統括する消防局対策部の対策部長に

局長を、副部長に警防部長を充てている。発災後の消防局対策部の組織は以下のとおりであり、

対策部長以下 796 人で７班及び６地区隊の体制をとった。 

 

 

    消防総務班    消防総務係       
 

    班長  総務課長   人事厚生係 
    副班長 総務課副課長        

対策係 
 

総務部長 
     

 
       

    
管理班 

   
管理係 

      
 

    班長  管理課長   
施設係 

   

 

副班長 管理課副課長   
 

    
装備係 

     

      

        
                    

 
      

情報管理班 
  

情報管理係 
        

 
          班長  予防課長 

防災センター係 

消防局対策部 
    

予防部長 
  副班長 予防課副課長  

             

          
対策部長 局長       

情報収集班 
 

情報収集係 
対策副部長 警防部長         

 
        班長  指導課長 

危険物処理係 

 

      副班長 指導課副課長   
 

        
 

         

      
指揮運用班 

   
警防係 

         
      班長  警防課長    

消防団連絡係 
      副班長 警防課副課長     
           

   
警防部長 

  
通信運用班 

   
通信運用係 

        

      班長  情報司令課長    
      副班長 情報司令課副課長     
           

      
救急運用班 

   
救急運用係 

         

      班長  救急課長  

 

 

      副班長 救急課副課長    

         
      

地区隊 
  

署総務係 
        

 
      地区隊長  署長   

情報収集係 
      地区副隊長 副署長   

 
         

防護係 
        

 
        

救急救助係 
         

 

５　消防局対策部
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６ 平成 28年熊本地震 時系列（抜粋） 

４月 14日 

21：26 

21：28 

21：54 

22：00 

 

22：03 

22：06 

22：14 

22：40 

22：42 

22：45 

22：52 

前震発生 

一斉指令放送による無線局の開局指示、指令管制室は大規模モードに移行 

・救助（中央区白山）建物閉じ込め 

・建物火災（益城町安永）全焼３棟(内２棟スチール製物置)、部分焼棟、

ぼや２棟※ 

・救助（中央区国府）エレベーターに関する災害 

・救助（益城町安永）女児を倒壊家屋から救助 

・救助（益城町馬水）倒壊家屋から救助 

・救助（益城町木山）30 代女性を倒壊家屋から救助 

・救助（益城町安永）70 代男性を倒壊家屋から救助 

・救助（益城町馬水）60 代男性、60 代女性を倒壊家屋から救助 

・救助（東区沼山津）高齢者３人を倒壊家屋から救助 

４月 15日 

０：10 

０：18 

１：11 

２：30 

９：28 

10：54 

17：35 

22：47 

23：37 

非常災害体制（地区隊運用）移行 

・救助（東区秋津）建物閉じ込め、大人２人を救助 

・救助（植木町岩野）エレベーターに関する災害 

・救助（益城町惣領）80 代女性を倒壊家屋から救助 

・建物火災（東区長嶺西）事後聞知火災※ 

・建物火災（西区池上町）事後聞知火災※ 

・救助（中央区迎町）建物閉じ込め、子供２人を救助 

・救助（益城町惣領）建物倒壊（病院）の恐れがあるため転院搬送支援 

・建物火災（東区長嶺南）ぼや火災 

４月 16日 

１：25 

１：26 

 

１：51 

１：53 

３：02 

３：22 

３：28 

11：16 

本震発生 

指令管制システムは非常用発電機により電源回復、一斉指令放送による無

線局の開局指示 

・救助（西区出町）座屈建物から居住者８人を救助 

・救助（中央区本荘５丁目）座屈建物から居住者８人を救助 

・建物火災（中央区本荘町）※ 

・建物火災（東区長嶺南）※ 

・建物火災（中央区水前寺）※ 

・建物火災（中央区琴平） 

４月 17日 

１：24 ・建物火災（東区広木町）※ 

４月 29日 

17：00 非常災害体制（地区隊運用）解除 

※「第５章 各課・各署の動き」の「３－（５） 平成 28 年熊本地震で発生した火災について」

にて概要を記載。 

６　平成 28年熊本地震　時系列




